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１．はじめに 

 児童生徒が犠牲となる悲惨な事件や災害がこの平

和な日本でもたびたび起こっている。2011 年３月

11日に起きた東日本大震災では，文部科学省（2011）

「東日本大震災における学校施設の被害状況等」に

よると建物被害を受けた公立学校は，全国で 6,250

校にも及んでいる。復興庁（2022）「東日本大震災

における災害関連死の死者数（2022年３月 31日現

在）」によると全国で 3,789 名の尊い命が失われて

おり，その中に多くの小中学生が含まれている。以

前にも増して，学校現場での防災対応能力の向上が

全国で進められることとなった。 

2018年７月に起きた西日本豪雨災害では，西日本

を中心に多くの地域で河川の氾濫や浸水害，土砂災

害が発生し，死者 263名，行方不明者８名，住家の

全半壊等 22,491棟。住家浸水 28,619棟の極めて甚

大な被害が広範囲で発生した（消防庁，2020）。日

頃より，防災マニュアルを整備し，災害に備えてい

たものの，それを超える災害が数年に一度，発生し

ているのが現状である。 

 厚生労働省（2010）は，PTSD について「PTSD

（Post Traumatic Stress Disorder :心的外傷後スト

レス障害）は，死の危険に直面した後，その体験の

記憶が自分の意志とは関係なくフラッシュバックの

ように思い出されたり，悪夢に見たりすることが続

き，不安や緊張が高まったり，辛さのあまり現実感

がなくなったりする状態です」と説明している。 

 また，文部科学省（2009）は，外傷（トラウマ） 
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体験とは「地震や戦争被害，災害，事故，性的被害

など，その人の生命や存在に強い衝撃をもたらす出

来事を外傷性ストレッサーと呼び，その体験を外傷

（トラウマ）体験と呼ぶ。トラウマ体験となる外傷

性ストレッサーには，次のような出来事などがある」

として，地震・火災・火山の噴火・台風・洪水など

の自然災害，戦争・紛争・テロ事件・暴動などの社

会的不安，暴力・事故・犯罪・性的被害など生命な

どの危機に関わる体験，家族・友人の死，大切な物

の喪失などの喪失体験と説明している。これらを踏

まえ，学校トラウマは，児童生徒及び教職員におけ

るトラウマ体験すべてに該当すると考える。 

自然災害に被災した当事者に関する研究として，

結城（2014）は，東日本大震災の被災者Ｓ氏の「語

り」の記録を手がかりとして質的分析を行い，本事

例におけるレジリエンスの構成要件５つを明らかに

している。しかし，この研究においても当事者は，

研究を行った結城ではなくＳ氏である。 

李ら（2019）は，東日本大震災の被災地である茨

城県大洗町において，「クロスロード：大洗編」と

いう名称の防災学習ツールを被災地住民が自ら制作

することを支援するアクションリサーチを通して，

復興に対する支援が十分に提供されるために，かえ

って復興の当事者たるべき被災地住民から「主体性」

を奪ってしまうという支援強化と主体性喪失の悪循

環の解消を試み，浦河べてるの家が推進する「当事

者研究」の視点から考察している。その中で，課題

として「今後，住民が『大洗編』を自ら活用するの

ではなく，筆者らの働きかけがある場合にのみ利用

するのだとすれば，別の，新たなパターナリズムが

生まれていると考えることができよう」と述べてい

る。ここで言うパターナリズムは，支援強化と主体

性喪失の悪循環のことである。 

また，千葉（2020）は，福島県富岡町における小

学生による卒業アルバム制作を通じた実践研究を取

り上げ，教育復興において重要とされる子どもたち

の地域における当事者意識の醸成について概観して

いる。その考察で「本研究では，富岡校に所属する

児童が学校生活を通じて，地域への当事者意識をど

のように高めていくかについて，検証を試みた。し

かし，今回の検証期間においては，地域への当事者

意識の向上を示唆する表現や行動を児童から観察す

ることができなかった」と述べている。 

以上のように，当事者へどのような関わりや支援

ができたかという研究報告は多い。しかし，当事者

としては，研究対象となった事例以外にも多くの復

旧・復興への取組や手続き等があったはずである。

研究者からの視点ではなく，当事者自身の視点から

復旧・復興を見つめ直すことは，有意義であると考

える。 

  

２．目的 

現在では，過去の事故・自然災害等を踏まえ，各

小中学校にはそれぞれその学校・地域に応じた防災

マニュアルが作成されている。そこには，「児童生

徒の命をどのように守るか」が中心となりまとめら

れているのが特徴である。そのため被災後，学校の

被災状況に応じて，「どのように復興・復旧を進め

ていけばいいか」という内容については，ほとんど

書かれていないことが多い。それは，被災内容が大

変複雑であり，一つ一つそれぞれに想定できる被災

状況には限界があるためである。 

そこで本研究では，西日本豪雨で実際に被災し，

当時の小学校を復旧・復興してきた当事者として，

被害状況に応じて臨機応変に対応できたところ，反

対に対応が遅れ改善を要するところ等を共に被災し

た教職員へのインタビュー調査を行うことを通して

明らかにすることを目的とする。そして，今後起こ

りうる自然災害におけるよりよい復旧・復興の在り

方に何かしらのヒントが得られることを期待し研究

を進める。 
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３．方法 

（1）調査方法 

 調査対象は，2018年度，西日本豪雨災害に被災し

た β市内の α小学校に当時，勤務していた教職員 10

名である。この時，筆者は，α 小学校の校長として

勤務しており，元同僚である 10名に対し，研究の協

力を依頼した。 

 インタビューは，Ⅰ.導入として当時の職名と校務 

分掌等 5問。Ⅱ.被災前の様子として防災に関する研

修の受講経験や資格の有無等７問。Ⅲ.被災直後の様

子として学校が被災した状況を見た時，どんなこと

を考えたかや児童の安否確認する上で，役に立った

こと等６問。Ⅳ.夏季休業中の様子として学校の復旧

を進めるなかで，役に立ったこと等８問。Ⅴ.第２学

期初期（８～９月）の様子として児童の心をケアす

るために，どんなことをしたか等６問。Ⅵ.第２学期

中・後期（10～12月）の様子として気になる児童に，

どのように接したか等４問。Ⅶ.その後について西日

本豪雨の１年後が近づくにつれ，気を付けたこと等

８問。最後にⅧ.感想として教育活動において，変わ

ったこと等６問。計 50問で半構造化面接を行った。 

（2）倫理的配慮 

本研究は，筆者が所属する愛媛大学倫理審査委員 

会の承認を受けた上で，本研究について研究協力者

に説明し，研究協力者自身の意思でインタビューを

中止できることや適宜休憩を挟むことなどを告げた

上で，同意書にて同意を得ている。また，結果につ

いても同意を得ている。 

（3）分析方法 

本研究では，複線経路・等至性モデル（Trajectory  

Equifinality Model:以下 TEM）を分析方法として用

いる。サトウ（2009）によると，TEMではじめる質

的研究とは「人間と環境を一種のシステムとして考

え」，「人間を環境から独立した閉鎖システムとし

て捉えるのではなく，（中略）環境と常に交流・交

互作用している開放システムとして捉える」と述べ

ている。そして，「個人の人生を時間と共に描くこ

とを目標とし，ある経験に至る経過やある経験を経

たあとの道筋を描く」としている。 

サトウ（2009）は，Trajectoryについて「経路と

いう訳語をあて，多様性を強調するために『複線』

を加えた」と述べている。そして，「私たちは

Equifinality に『等至性』という訳語をあてること

にした」と述べている。「同じ最終状態が，異なる

道を経て実現するのが開放システムであり，その最

終状態を等至点と呼ぶ」としている。 

「分岐点」については，ある経験において，実現

可能な複数の径路が用意されている，もしくは，発

生する状態のことと説明している。そして，ある地

点からある地点に移動するために，ほぼ必然的に通

らなければならない地点のことを「必須通過点」と

いう。 

そして，等至点に向かうことを後押しする力を

Social Guidance（以下 SG）とする。反対に，等至

点に向かうことを阻害する力を Social Direction（以

下 SD）としている。 

 また，TEM ではじめる質的研究の中に出てくる

いくつかの図を TEM 図と呼び，一番下の矢印が非

可逆的時間を表し，あとは出来事や経験に至るさま

ざまな経路を描いていると説明している。 

本研究では，西日本豪雨により被災した小学校に

勤務していた教職員へのインタビュー調査をもとに，

TEM 図を作成し活用することで学校が被災から立

ち直っていった過程を時間と共に描き出し，復旧・

復興を進める上で有効であったことや課題などを描

き出し分析できると考える。 

 

４．TEMによる分析結果 

インタビューに応じてくださった教職員ＡからＪ

の結果をまとめて Figure1～5として以下に示す。 
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５．考察 

Figure1～5をもとに，協力者ＡからＪが子どもや

自分自身のケアをしながら，α小学校の復旧・復興

をどのように進めていったかについて考察を行う。

ここでは，【西日本豪雨災害被災前】，【被災直後】，

【復旧・復興前半】，【復旧・復興後半】の４つの

フェーズに分けて考察を加える。 

（1）西日本豪雨災害被災前 

 Figure1 から，防災に関する研修については，受

けていた教職員は A,B,C,F,I,J の６名で，他の４名

は受けていなかった。Figure1 から「防火管理者等

の資格を取得」が A,C,Jの３名であり，他の７名は

資格を取得していなかった。当時，防災士の資格を

持っていたのは校長のみであり，今後より多くの教

職員の資格取得を目指した防災研修の受講が必要に

なってくると考えられる。今後，教職員の防災意識

の維持と向上を図るためには，防災に関する研修を

定期的にまた頻繁に受けられる研修会の開催が望ま

れる。 

日頃から避難訓練を行なったり，防災教育を行っ

たりしているにも関わらず，全員が Figure1の「洪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水に対する防災マニュアルを知らなかった」また

は「覚えていなかった」とある。防災マニュアルに

ついては，年度当初の職員会議で非常変災対策とし

て共通理解を図っていた。それにもかかわらず，「洪

水に対する」防災マニュアルを認識していた教職員

がいなかった。「洪水に対する」防災マニュアルの

内容が「地震」や「火災」の場合に準ずる内容がほ

とんどであり，「洪水」に特化した内容が少なかっ

たことも，教職員の意識に残っていなかった要因と

考えらえる。 

Figure1 では「他の地域での災害について，自分

のことのように思う」と回答したのが，B,C,F,G,Iの

５名であった。また，Figure1 の「自分たちの地域

では，起こらないだろうと思う」と回答した教職員

は３名であった。これは，自宅や地元での浸水被害

を経験したことがあるかどうかにより，違いが生じ

たことが考えらえる。やはり，自宅やその地元がか

つて洪水により浸水被害を受けた経験のある教職員

は，Figure1 の「いつどこで起こっても不思議では

ないと感じた」と回答している。二宮ら（2019）は，

「過去の被災経験が避難行動の実施に影響すること
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が明らかとなった」，「防災意識向上や防災対策の

促進を目的とした施策の検討において，避難想定の

重要性や防災対策実施の効果を示す有益な知見が得

られた」と述べており，過去の被災体験とそれをも

とにした避難想定の重要性を示唆している。しかし，

全員が Figure1の「α地区では，ないだろうと思っ

た」と答えている。これは，α地区にはダムがある

ことや過去にβ市内で水害が発生したときも，α地

区は被害がなかったという経験から正常性バイアス

が働いたためだと考えられる。 

（2）被災直後（被災日から夏季休業） 

西日本豪雨によりα小学校が被災した。その状況

を見て Figure2から「信じられない，驚くばかりで

放心状態」(A,C,E,G,H)「不安や恐怖を感じた」

(B,D,F,J)，「自然に涙が出た」(I)とある。全員が

Figure1 の「α地区では，ないだろうと思った」そ

の後の想定を超える被災状況に大きなショックを受

けている。安（2011）は，PTSDについて「直接の

災害を被るだけではなく，目撃することも外傷体験

となる」と述べており，教職員にとってもトラウマ

的体験となったことが伺える。 

すぐに Figure2の「子どもたちが住んでいる所が

心配」(D,F,J)や「被災された先生のことが心配」(A)

と，他を心配する教職員や Figure2の「もし普通日

で子どもたちがいたらと思うと恐怖を感じた」(B,C)

という教職員もいた。しかし，全員が共通して感じ

たことは，Figure2 から「どうしたらいいか分から

ない」(E,G,H,I)であろう。校長として，「すべきこ

と」に優先順位を付け，全員が意識統一して学校の

復旧・復興を進めることを常に念頭に置き学校経営

を進めた。このようなことは，平穏であった普段か

ら大事なことではあるが，今回のような非常変災時

には，特に重要であったと考える。 

被災後は，すぐに子どもたちの安否確認を行った

が，Ａは，保護者から「事務的だ」と激怒された。

そこですぐに家庭訪問をしたら Figure2の「優しい

言葉をかけられた」とあり，その時Ａは，「直接会

って話をすることは，大切だと教えられた」と述べ

ている。やや他人ごととして捉えていた自然災害が

当事者という立場になったことで「直接会う」こと 

の大切さを実感したことが伺える。 

α小学校は，被災日から臨時休業となり，そのま

ま例年より一週間早く夏季休業に入った。その間，

教職員はα小学校の復旧作業を中心に取り組んだが，

Figure3 から「何をするか黒板に書いたり，外部と

の連絡をとったりしたのでタイムリーに動けた」

(B,E,F,H,I)，「午前中は学校で，午後からは実家の

復旧作業をした」(G)のように，何をするかを共通理

解し，時間を決めて取り組んだことが伺える。そし

て，Figure3 の「みんなが同じ気持ちになって協力

し合えた」(A,C,D,J)とあるように，チーム学校とし

て取り組めたことが伺える。 

８月３日に全校出校日を設け，子どもたちに通信

簿を渡した。被災後，久しぶりに子どもたちの喜ぶ

姿を見ることができた。子どもたちは，友達や先生

方と会うことができとても元気づけられていた。そ

れと同時に，教職員も子どもたちから活力をもらい，

今後の復旧・復興に向けたモチベーションの向上が

図られた。佐光ら（2013）は「困難な状況の中での

学校の再開は，児童・生徒が明るく元気な姿を取り

戻し，保護者や教師など多くの大人達にも希望を与

えていたことから，早期の学校再開の意義は大きい」

と述べており，全校出校日を設けた意義の大きさを

示唆している。 

また，心のケアについて校内研修を行った。その

時 Figure3から「自宅が被災していなくても，みん

な被災者であることに気づいた」(F,I)とあり，「自

分は被災していないから，よりがんばらないといけ

ない」という気持ちが楽になったという。安（2011）

は，震災時の心の風景の中で「困難な状況下にある

先生方もまた被災者の一員なのです。被災者なら誰

でもが大なり小なり体験する心身の変化を体験して

おられませんか。（中略）大きなストレスの中で仕

事をすれば誰だって心や身体が反応してあたりまえ

なのです」と述べている。このことが教職員の心に

響き，教職員 Iは「自分も悲しんでもいいんやなあ，

辛いと思ったっていいんやなあ」と思えるようにな

ったことが心のケアになったとインタビューで語っ

ていた。 

この時期が，最も混乱し動揺した時期であった。 
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しかし，校長のリーダーシップと教職員同士の協力

体制により，復旧作業や教育活動再開に向けての準

備等を着々と進めることができた。互いに声を掛け

合いながら休憩をとり水分補給することで，教職員

自身の健康も維持することができた。松井（2020）

は「被災組織の方はともすると，休まないのを美談

にしてしまうのです。大きな間違いです。（中略）

やるべき作業の効率が下がってしまいます。ヒヤリ

ハットも多くなりますので，休ませるということを

大事にしていただきたい」と述べている。α小学校

において仲間同士で互いに声を掛け合い「休む」こ

とを行ったことは，とても重要なことであったと言

える。 

子どもたちへの支援として，避難所にカウンセラ

ーといっしょに行き話を聴いたり，おにぎりや扇風

機を持って行ったりする教職員もおり，徐々に，落

ち着きを取り戻してきた様子が伺える。そして，子

どもたちへの接し方について，被災した子を特に気

を付けて見守ろうとした教職員，子どもたち全員を

明るく前向きにしたいと考えた教職員，そして子ど

もたちの心に負担を与えないよう気を付けた教職員

がおり，それぞれの立場で子どもたちを見守ったこ

とで，子どもたちに何かあった時の早期発見・早期

対応を可能にしていたことが伺える。 

（3）復旧・復興前半（２学期前半） 

２学期になって登校してきた子どもたちの印象は，

Figure4 から「表面上は，大きく変わったところは

ないと感じた」(D,G,H,J)とある。しかし，「表面上

は」であり，心には大きな傷が残っていた。Figure4

の「子どもたちの様子を教職員間で話し合った」

(B,C,I)と述べているように，全員で子どもたちの様

子を見守ることに力を入れていた。佐光ら(2013)は

「危機に直面したことによる児童・生徒の心身の健

康問題に対して，早期発見・早期対応を的確に行う

ためには，日頃からきめ細かな健康観察を実施する

必要があり，児童・生徒の心の回復・安全のために

は，配慮を要する児童・生徒の状況把握を行い，変

化を教職員間で共有することが大切である」と述べ

ている。α小学校の教職員の取った行動は，これに

当てはまっていたことが伺える。 

学級担任としては，Figure4から「子どもたちが 

楽しく学校に来られるような学級経営」(A,E,F)を心

掛けていた。特に Figure4の「自主的に取り組める

授業」(F)や「構成的グループ・エンカウンターを実

施」(A)に力を入れた学級担任もいたが，多くは「例

年通りの授業」を行うことを心掛けていた。文部科

学省（2018）は，学校危機管理マニュアル改訂の手

引の中で PTSDの予防・対応について「ふだんの生

活リズムを取り戻す」「症状が必ず和らいでいくこ

とを伝え，安心感を与える」「トラウマを思い出さ

せるようなきっかけをつくらないようにする」とい

うことを示している。このことから「例年通りの授

業」を行うことは，子どもの心のケアにつながって

いたことが伺える。 

以上のことを踏まえてまとめると，２学期前半で

は，まず，子どもたちの状態を把握し，教職員間で

共通理解することに力を入れていたことが分かる。

また，子どもたちにとって，いつもの流れで行われ

る授業や毎年行っている学校行事等の教育活動をし

っかり行っている。これは，子どもたちにとって見

通しが持てる教育活動であるため，安心して取り組

むことがでたことにつながっていると考えられる。 

また，教職員自身のケアに対し，いろいろな方法

を用いていたが，これらは普段意識していなかった

ケアの仕方である。しかし，被災をきっかけに意識

して行うようになった教職員が多く，これからの教

職員生活を送る上でも役に立つと期待できる。 

（4）復旧・復興後半（２学期後半から１年後） 

このころには，多くの団体が子どもたちを励ます

ためにα小学校に来ていただいた。愛媛県警察音楽

隊の演奏会では，地域の方々にも来ていただき，い

っしょに心を癒していただいた。特にα小学校の校

歌を演奏していただいたときは，大きな感動を受け

ていた。また，野球教室やサッカー教室では，プロ

の選手に来ていただきスポーツを通して子どもたち

と触れ合っていただいた。Figure5 から「野球やサ

ッカーをする子どもたちの生き生きとした様子」

(B,C,E,G)を見たと述べており，子どもたちは人との

つながりの温かさを感じることができていたことが

伺える。厚生労働省（2011）は，体を動かすことに
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ついて「運動には，ネガティブな気分を発散させ，

こころと体をリラックスさせ，睡眠リズムを整える

作用があります」と紹介しているが，野球やサッカ

ーを通して子どもたちの心が明るく元気になったこ

とは間違いない。 

また，Figure5 の「行事を行うことで子どもの元

気な姿を見た」(B,E,F,H,I)や「音楽会の練習などで

忙しく，余計なことを考える暇がなかった」(A)とあ

り，みんなで協力して何かを作り上げるような教育

活動を進めていたことが分かる。Kolk,B.（2020）は

「人はそれぞれ恐れおののいていても，みんなとい

っしょなら自分や他者を強力に擁護できるもので，

音楽はそんな人々を一つに結びつける。希望と勇気

を抱くために，言語を頼るばかりでなく，踊ったり

歌ったりといった方法をとるのは人間ならではだ」

と述べている。また，厚生労働省（2011）は，「『音

楽』は，ごく自然に，人のこころと体を癒してくれ

ます。（中略）言葉にできない感情を表現するきっ

かけを，音楽がつくってくれることもあります」と

述べている。音楽会の練習をする過程で，子どもた

ちはいろいろな気持ちを整理するきっかけを得たの

ではないかと考えられ，これらの学習活動がトラウ

マへの一つの対応として成り立ったことが伺える。 

また，渡部（2012）は表現活動を行う時期につい

て「発災から３ヶ月あるいは半年くらいが過ぎた以

降の中長期対応の時期が望ましい」と述べており，

音楽会や学芸会の開催が適時であったともいえる。 

Figure5 では「悲しい思い出がいい思い出で上書

きされた」(A,C,F,I,J)と感じており，多種多様な体

験学習や学校行事等は，子どもの心と体の成長に大

きく貢献したことが伺える。 

被災１年後が近づくころ Figure5から「アニバー

サリー反応について，保健だよりを通じて共通理解

を図った」(A,C,E,F,G,H,I,J)というように，養護教

諭を中心に教職員が共通理解して子どもたちの支援

ができたことは，重要であると考える。文部科学省

（2018）は，アニバーサリー反応への対応について

「災害や事件・事故のあった日が近づくと，以前の

症状が再び現れるかも知れないこと，その場合でも

心配しなくても良いことを保護者や子どもに伝える

ことにより，冷静に対応することができ，混乱や不

安感の増大を防ぐことができる」と述べている。保

健だよりを通じて保護者に啓発し連携して子どもの

ケアに当たれたこともよかったと考える。 

被災経験をすることで，教職員は，Figure5の「避

難訓練や引き渡し訓練」(A,C,E,F,G,I)や「防災マニ

ュアル」(B,J)の大切さを改めて感じていた。また，

Figure5 の「ハザードマップつくりなどの防災学習

の必要性」(H)のように，防災教育の重要性を再認識

した教職員や Figure5「他の地域で災害が起こった

ら，僕らの出番」(D)というように，支援していただ

いたことへの感謝を子どもたちに伝え，ボランティ

アに参加しようと考えた教職員もいた。α小学校の

教職員も毎年，避難訓練等の防災教育を実施してき

たが，今回の被災体験からいろいろ新たな情報・知

識を得ることができ，今後の防災教育に活かしてい

こうとする姿勢が伺える。 

復旧・復興を進める上で大切なことは何かを尋ね

ると，Figure5「水の大切さや備蓄品の確認の必要性」

(D,J)や「普段から保護者や地域とのつながりの大切

さ」(A,B,G,H)という日頃から取り組んでおくべき

ことについて述べた教職員が多かった。また，

Figure5 の「職場集団の結束力とリーダーの決断力

の大切さを実感」(C,E,F,I)「みんなが同じ気持ちに

なり，意識統一して一つの目標に向かって協力し合

う」(A,C,E,G,J)など，チーム学校としての対応の重

要性を述べた教職員も多かった。 

そして，Figure5 から「被災された人たちがたく

ましく生きておられる姿を見てうれしい」(B,D)「被

災した体験を最終的にプラスにしたい」(F,H,I)と地

域の人々やこれからの教育活動への思いを述べた教

職員もいた。菊池(2020)は，復興フェーズにおける

特徴として「子どもたちを中心に据えた学校再編が，

地域社会に前向きな効果を与えていることが捉えら

れた。特に復興プロセスにおける学校と地域の相乗

作用は，地域の復興を牽引する原動力となりえ，縮

退社会での復興計画を策定・推進する上で重要な検

討要素と言える」と述べており，学校と地域との連

携による，相乗作用の重要性を示唆している。 

以上のことを踏まえてまとめると，子どもたち全 
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体を見守る立場や個に応じた支援をした教職員らの

協働により，子どもの心のケアを行いつつ，いろい

ろな体験活動や学校行事を例年通りに実施すること

で，子どもたちの心と体を育てることができたこと

が伺える。それにより被災体験によるトラウマに対

する抵抗力やレジリエンスが育っていったことが伺

える。また，アニバーサリー反応を想定し，校内研

修で共通理解を図って支援に当たったことも，重要

であったと考える。 

この１年間を通して，教職員は多くの「初めて」

を経験したが，それをチーム学校で乗り越えてきた

からこそ，防災意識の向上や防災教育の重要性の認

識を格段に向上させることができたと考える。 

 

６．結論 

いくら準備をしていても逃れられない自然災害か

らよりスムーズに復旧・復興を行うためには，

Figure2 から「教員同士でいろいろな会話をし，前

向きに作業に取り組んだ」や Figure5の「職場集団

の結束力とリーダーの決断力の大切さを実感」とあ

るように，日頃からチーム学校としての組織づくり

が重要になってくることは言うまでもない。ただ，

復旧作業をしている中で，教職員同士で会話をする

ことで，Figure3 の「みんなが同じ気持ちになって

協力し合えた」とあるように，「会話」の大切さも

示唆された。新年度が始まると，新しい教職員によ

る校務分掌ができ形としてチーム学校ができるが，

教職員同士の人間関係づくりをさらに充実すること

により，被災のような重大な事案はもちろんである

が，日ごろ普通に起こりうる困難に対しても，学校

としての対応力が向上すると考えられる。そのため

には，年度当初に教職員への構成的グループ・エン

カウンター等のワークショップを行い，教職員同士

の人間関係づくりを行うことは重要である。 

小林（2017）は「『チーム学校』とは，学校に多

様な専門性を持つ職員の配置を進めながら，教員と

多様な専門性を持つ職員が一つのチームとして，そ

れぞれの専門性を生かして，連携，協働する学校組

織のあり方である」と述べている。 

Figure4の「川や雨が怖いという子と一緒に登下 

校」は生徒指導主事が行い，Figure5 の「アニバー

サリー反応について，保健だよりを通じて共通理解

を図った」は，養護教諭を中心に行うなど，それぞ

れの専門性を活かした対応ができたことは，子ども

のケアに貢献できたことであると考える。 

西日本豪雨災害により実際に被災した教職員は全

員が「信じられない，驚くばかりで放心状態」，「不

安や恐怖を感じた」，「自然に涙が出た」という状

態になった。筆者も自宅も被災し，トラウマ的体験

とはこのような心の苦痛を言うのかということを，

我が身をもって知ることとなった。 

α小学校の教職員はみな真面目でよく動く方ばか

りだったが，被災直後は全く見通しが立たず，途方

に暮れる時間も多かった。校長として，まず，復旧・

復興へのビジョンを示すことが必要であった。しか

し，長期的なまとまったビジョンは，すぐに示すこ

とはできず，その日の目の前のすべきことを示し，

共通理解をして一歩ずつ進むしかなかった。「子ど

もたちのために」「教職員とともに」という思いか

ら，一致団結して，「今できること」をこつこつと

進めていった。他から多くの支援をいただき，ボラ

ンティア活動にも来ていただき，感謝の気持ちと同

時に勇気や元気をいただいた。Figure3 の「支援物

資以上に気持ちがうれしく感じた」，「多くの人に

現状を知ってもらってよかった」という思いは，全

教職員が感じたことであろう。このような感情や子

ども支援への思いなどは，実際に被災した当事者で

ないと分からないことである。自然災害は，どんな

形であれ必ず起こりうる。その時，本研究の知見が

被災当事者となる教育現場の復旧・復興において何

かしらのヒントとなるものがあれば幸いである。 

 

７．今後の課題 

本研究では，西日本豪雨により被災したα小学校 

に当時勤務していた 10 名の教職員にインタビュー

を行い，子どもの心のケアをしながら，どのように

復旧・復興をしていったかについて検証した。α小

学校がこれほど大きく被災することを想定していな

かったことにより教職員自身もトラウマ的体験とな

った。子どものケアと同時に自分のケアもしながら
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の復旧・復興を進める必要があった。校長のリーダ

ーシップと教職員の協働体制により，目の前の課題

を一つずつ解決していき，１年後には通常の教育活

動が行えるまで復旧・復興が進んだ。その過程を非

可逆的時間の中で十人十色の分析をし，課題と成果

を TEM によって明らかにすることができた。しか

し，アニバーサリー反応を始め，トラウマがすべて

解消されたわけではなく，今後も被災に関する様々

な配慮が必要であると考える。 

また，防災に関しては，実行性のある防災マニュ

アルの整備や被災経験を活かした防災学習が求めら

れる。今回の被災体験を風化させないようにするこ

とが重要である。 
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